委託費：戦略以外　　補助金：研究事業　　様式

平成２４年度　環境研究総合推進費（委託費・補助金）申請書／研究計画書
※委託費か補助金に○をつけてください。
環境大臣　　　　　　　殿

平成２３年　　月　　日

	ふりがな

	

	所属住所
	

	ふりがな
	

	所属名／職名
	

	ふりがな
	

	氏名
	


申請者

平成２４年度環境研究総合推進費（委託費・補助金）による研究事業の申請にあたり、次のとおり申請書／研究計画書を提出する。
	①研究課題名

※40字程度以下
	

	②研究区分
	委託費：問対／若手／統合評価／FS　　　補助金：一般／若手／地域／重点
※該当する研究区分に○を付ける

	③予定研究期間
	１年　　／　　２年　　／　　３年

※該当する予定研究期間に○を付ける

	④研究の対象分野（研究分科会）
	１（主）． 
２． 
	（第７研究分科会の研究分野）
（　　　　）の（　　　　）

	⑤環境研究・環境技術開発の推進戦略重点課題上の位置づけ
	重点課題（　　）の行政ニーズ（　　）（該当する場合のみ番号を記載）

	⑥特記項目
※注参照
	Ⅰ．震災対応（震災復旧・復興）有□ 無□　　Ⅱ．ＳＢＩＲ･･･有□ 無□
Ⅲ．地域連携･･･有□ 無□　　Ⅳ．知財戦略･･･有□ 無□ 

	⑦研究代表者情報
	氏名
	

	
	生年月日

※若手枠のみ記載必須
	

	
	研究機関名／部局／役職名
	

	
	所属機関住所
	

	
	E-mail（半角）
	

	
	TEL（半角）
	

	
	緊急連絡先（半角）
	

	
	FAX（半角）
	

	
	経理事務担当者氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　（ふりがな）

	
	経理事務担当所属名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　（職　　名）

	
	経理事務担当連絡先
	E-mail（半角）　　　　　　　　　　（Ｔ Ｅ Ｌ）


	⑧<研究体制・組織>　　

	サブテーマ№
	サブテーマ名
	
	氏  名
	年齢
(歳)
	現在の専門･学位
	所属機関名／部局／役職名
	H24年度
研究経費(円)
	H24
ｴﾌｫｰﾄ(%)

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	<研究者実数>　計　名、<所属機関実数>　計　機関
	<平成24年度研究経費（直接経費）>　

合計　円


※エフォート：研究者が当該研究の実施に必要とする時間の配分率（％）。研究者の年間の全仕事時間を１００％とする。
※注
Ⅰ．震災対応（震災復旧・復興）との関連の有無

「添付資料１：平成24年度新規課題に対する行政ニーズについて」で、「【特別重点課題】東日本大震災からの復興に対する環境研究・技術開発からの貢献」の観点から、特に必要とされている研究テーマ（行政ニーズ）として挙げている次の①～④をはじめ、震災復旧・復興への寄与が期待される提案については、「有」にチェックを入れること。

また、「有」の場合は、「⑫行政ニーズへの貢献／環境政策等への貢献」欄に、この研究の成果により復旧・復興に向けてどのような寄与が期待されるか、記載すること。

①放射性物質の動態解析と汚染土壌等の除染に向けた実用技術の開発

②災害廃棄物の迅速・円滑な処理を目指した処理技術・システムの研究

③循環型社会形成を基調とした被災地の復興に向けた地域づくりに資する研究
④東日本大震災による生態系への影響の解明
Ⅱ．ＳＢＩＲとの関連の有無

推進費は、例年SBIR※１特定補助金等に指定されている。応募予定の研究による成果を利用して、中小企業※２または事業を営んでいない個人（大学の研究者、新たに個人開業または会社設立しようとする者等）が事業活動を行う予定（または可能性）があるものについては、「有」にチェックを入れること。

また、「有」の場合は、「⑪この研究における達成目標・計画・手法」または「⑬この研究の独創的な点」の欄に、この研究の成果を活用してどのような事業の形成が考えられるか、記載すること。
※１：FAQ「SBIR（中小企業技術革新制度）について」（中小企業庁HP）

http://www.chusho.meti.go.jp/faq/faq/faq07_sbir.htm
※２：FAQ「中小企業の定義について」（中小企業庁HP）
http://www.chusho.meti.go.jp/faq/faq01.html
Ⅲ．地域連携との関連の有無

地方環境研究機関、公設試験研究機関その他、地域の実情に即した得意分野を持つ団体等（以下「地環研等」という。）が単独または共同で行う（研究代表者または研究分担者のうち少なくとも１名が地環研等に所属している）研究課題については、「有」にチェックを入れること。

また、「有」の場合は、「⑪この研究における達成目標・計画・手法」または「⑬この研究の独創的な点」の欄に、この研究において地環研等が果たす役割について記載すること。

Ⅳ．知財戦略との関連の有無

応募予定の研究・開発による成果を活用し、本研究期間中または終了後に、国際標準化や認証に向けた基準策定に係る検討を行う予定があるものについては、「有」にチェックを入れること。

また、「有」の場合は、「⑪この研究における達成目標・計画・手法」または「⑬この研究の独創的な点」の欄に、国際標準化や認証に向けた検討の予定・可能性について記載すること。

⑨研究の概要（９６８字以内、文字のみ）

	


⑩研究の背景・目的（９６８字以内、文字のみ）

	


⑪この研究における達成目標・計画・手法（Ａ４用紙３ページ以内）

※予定研究期間に応じて適宜表は追加／削除すること。

※カラー図表の挿入は不可
	テーマの

最終目標
	

	

	平成２４年度
	●テーマ
●サブテーマ（１）
●サブテーマ（２）
●サブテーマ（３）

	平成２５年度
	

	平成○年度
	


⑫行政ニーズへの貢献／環境政策等への貢献（８００字以内、文字のみ）
※行政ニーズへの貢献は、上記項目⑤に該当する場合のみ記載出来る。該当重点課題番号・行政ニーズ番号を記載する
　こと。

	重点課題（　　）の行政ニーズ（　　）　



⑬この研究の独創的な点（８００字以内、文字のみ）
※委託費若手枠、補助金のみ記載必須　その他研究区分は任意（該当がない場合、該当無しと記載）

	


⑭この研究に関連する事前準備状況・関連研究（８００字以内、文字のみ）
	


⑮他の制度等からの助成等の有無(申請中含む)
※研究代表者が中心となっている現在実施中の研究及び申請している研究について、他の制度等からの助成等がある場合は、本申請に関連の大きい順に記載すること。
※e-Radに記載した研究に加えて、民間企業の制度において実施している研究を含めて全て記載すること。

※正しい報告が行われなかった場合は、採択を取り消すことがある。
	研究制度名

（制度所管）
（状況）
	研究課題名
	研究期間
	Ｈ24年度

直接経費/補助要求額
（円）
	エフォート（％）
	本申請との仕分け

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	


⑯各年度別経費内訳（単位：円）（直接経費のみ記入すること。）

	　年度
	①(間接経費等が含まれない経費)
１．直接研究費の合計
	②（間接経費等が含まれる経費）
【委託費】２．外注費＋３．再委託費（サブテーマ）の合計

【補助金】２．再委託費の合計
	総計（①＋②）

	平成２４年度
	
	
	

	平成○年度
	
	
	

	平成○年度
	
	
	

	研究期間全体
	
	
	


⑰【補助金のみ記載】当該年度所用経費（単位：円）（直接経費のみ記入すること。）

	(1)総事業費
	(2)寄付金その他の

収入額
	(3)差引額（(1)-(2)）
	(4)補助対象経費

支出予定額

	￥
	￥
	￥
	￥

	(5)補助金所要額

（(3)と(4)のうち額の小さい方）
	￥


⑱【委託費】経費支出予定額内訳／【補助金】補助対象経費支出予定額（上記(4)）内訳　(円)
○研究代表機関に計上する経費　
	１．直接研究費内訳


	直接研究費合計
（イ＋ロ＋ハ＋ニ）
	円

	経費区分
	金額（円）
	主な積算内訳（円）

	間接経費・一般管理費が含まれていない経費
	イ．物品費
	小計
	

	
	　設備備品費
	
	

	
	　消耗品費
	
	

	
	ロ．人件費・謝金
	小計
	

	
	人件費・賃金
	
	

	
	謝金
	
	

	
	ハ．旅費
	小計
	

	
	国内旅費
	
	

	
	外国旅費
	
	

	
	委員等旅費
	
	

	
	外国人招聘滞在旅費
	
	

	
	二．その他
	小計
	

	
	雑役務費
	
	

	
	印刷製本費
	
	

	
	会議費
	
	

	
	通信運搬費
	
	

	
	光熱水料
	
	

	
	その他（諸経費）
	
	

	基本的に間接経費・一般管理費が含まれている経費


	２．【委託費】外注費／【補助金】再委託費内訳


	【委託費】外注費／【補助金】再委託費

合計
	円

	
	【委託費】外注

【補助金】再委託予定先
	金額（円）
	主な積算内訳（円）

	
	
	
	


○【委託費のみ記載】サブテーマ毎（研究分担機関毎）に計上する経費
	基本的に間接経費・一般管理費が含まれている経費
	サブテーマ（）タイトル


	研究者名


	研究機関名




	
	３．サブテーマ（再委託）経費及びサブテーマ外注費


	サブテーマ（再委託）経費及びサブテーマ外注費の

合計（イ＋ロ＋ハ＋ニ＋ホ）
	円

	
	経費区分
	金額（円）
	主な積算内訳（円）

	
	イ．物品費
	小計
	

	
	　設備備品費
	
	

	
	　消耗品費
	
	

	
	ロ．人件費・謝金
	小計
	

	
	人件費・賃金
	
	

	
	謝金
	
	

	
	ハ．旅費
	小計
	

	
	国内旅費
	
	

	
	外国旅費
	
	

	
	委員等旅費
	
	

	
	外国人招聘滞在旅費
	
	

	
	二．その他
	小計
	

	
	雑役務費
	
	

	
	印刷製本費
	
	

	
	会議費
	
	

	
	通信運搬費
	
	

	
	光熱水料
	
	

	
	その他（諸経費）
	
	

	
	ホ．（間接経費の掛かる）外注費
	
	


⑲間接経費　
	間接経費の必要性（代表研究機関）
	必要　　・　　不要

	間接経費の必要性（サブテーマ（２））
	必要　　・　　不要

	間接経費の必要性（サブテーマ（３））
	必要　　・　　不要


※間接経費が必要な場合、府省間の取り決めにより申請時点では一律30％で計算します。

⑳添付書類の有無

　　（該当する書類が有る場合は添付して応募すること）
	 (1) 法人登記簿抄本
	(2)その他

	有　・　無
	


 eq \o\ac(○,21)発表業績

（1人あたり10件、全体で20件まで記載可）
※右端の欄に、推進費で実施した研究成果は◎、推進費ではないが環境省で実施した研究成果については、○を記載すること。

	この研究に直接関係のあるもののみ記載可

	研究代表者・分担者の別
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


 eq \o\ac(○,22)研究課題に関する参考図（任意）　
※参考図は2枚（2ページ）以内とします。
※カラー図表の挿入は不可
	


最終目標を達成するためにテーマ及びサブテーマ毎に以下の各年度達成目標・計画を設定する








